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令和元年９月清須市議会定例会会議録 

 

 令和元年９月２日、令和元年９月清須市議会定例会は清須市役所議事堂に招集された。 

１．開会時間 

   午前 ９時３０分 

 

２．出席議員 

   １番  松 岡 繁 知         ２番  山 内 徳 彦 

   ３番  冨 田 雄 二         ４番  下堂薗   稔 

   ５番  浅 野 富 典         ６番  松 川 秀 康 

   ７番  大 塚 祥 之         ８番  小 﨑 進 一 

   ９番  飛 永 勝 次        １０番  野々部   享 

  １１番  岡 山 克 彦        １２番  林   真 子 

  １３番  加 藤 光 則        １４番  高 橋 哲 生 

  １５番  八 木 勝 之        １６番  伊 藤 嘉 起 

  １７番  岸 本 洋 美        １８番  久 野   茂 

  １９番  白 井   章        ２０番  浅 井 泰 三 

  ２１番  成 田 義 之        ２２番  天 野 武 藏 

計  ２２名 

 

３．欠席議員 

    な      し 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により会議事件説明のために出席した者は次のとおりである。 

市 長  永 田 純 夫 

副 市 長  葛 谷 賢 二 

教 育 長  齊 藤 孝 法 

代 表 監 査 委 員  黒 川 了 一 

企 画 部 長  宮 崎  稔 
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総 務 部 長  平 子 幸 夫 

市 民 環 境 部 長  栗 本 和 宜 

健 康 福 祉 部 長  河 口 直 彦 

建 設 部 長  永 渕 貴 徳 

会 計 管 理 者  吉 田  敬 

教 育 部 長  加 藤 秀 樹 

監 査 委 員 事 務 局 長  三 輪 晃 司 

総務部次長兼防災行政課長  丹 羽 久 登 

市民環境部次長兼産業課長  石 田  隆 

健康福祉部次長兼子育て支援課長  加 藤 久 喜 

健康福祉部次長兼健康推進課長  佐 古 智 代 

総 務 部 参 事  山 下 雅 也 

建 設 部 参 事  横 井 仁 一 

建 設 部 参 事  鈴 木 貴 博 

人 事 秘 書 課 長  舟 橋 監 司 

企 画 政 策 課 長  後 藤 邦 夫 

財 政 課 長  岩 田 喜 一 

税 務 課 長  渡  辺  由 利 子 

収 納 課 長  三 輪 好 邦 

市 民 課 長  伊 藤 嘉 規 

保 険 年 金 課 長  篠 田 敬 幸 

生 活 環 境 課 長  島 津 行 康 

西枇杷島市民サービスセンター所長  北 神 聖 久 

清洲市民サービスセンター所長  葛 山  悟 

春日市民サービスセンター所長  日 比 野  鋭  治 

社 会 福 祉 課 長  鹿 島 康 浩 

高 齢 福 祉 課 長  古  川  伊 都 子 

土 木 課 長  飯 田 英 晴 

都 市 計 画 課 長  長 谷 川  久  高 
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上 下 水 道 課 長  菅 野  淳 

新清洲駅周辺まちづくり課長  前 田 敬 春 

会 計 課 長  楢 本 雄 介 

学 校 教 育 課 長  石 黒 直 人 

生 涯 学 習 課 長  近 藤 修 好 

ス ポ ー ツ 課 長  浅 野 英 樹 

学校給食センター管理事務所長  吉 田  剛 

 

５．本会議に職務のために出席した者の職、氏名 

議 会 事 務 局 長  浅 田 克 幸 

議 事 調 査 課 長  髙 山  敬 

議 事 調 査 課 課 長 補 佐  川 村 幸 一 

 

６．会議事件は次のとおりである。 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

  日程第 ２ 会期の決定について 

  日程第 ３ 諸般の報告について 

  日程第 ４ 同意第 ２号 教育委員会教育長の任命について 

  日程第 ５ 同意第 ３号 教育委員会委員の任命について 

  日程第 ６ 認定第 １号 平成３０年度清須市一般会計決算認定について 

  日程第 ７ 認定第 ２号 平成３０年度清須市国民健康保険特別会計決算認定について 

  日程第 ８ 認定第 ３号 平成３０年度清須市介護保険特別会計決算認定について 

  日程第 ９ 認定第 ４号 平成３０年度清須市下水道事業特別会計決算認定について 

  日程第１０ 認定第 ５号 平成３０年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定について 

  日程第１１ 認定第 ６号 平成３０年度清須市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定に 

               ついて 

  日程第１２ 議案第４２号 清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例案 

  日程第１３ 議案第４３号 清須市職員の分限の手続及び効果に関する条例等の一部を改正 

               する条例案 
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  日程第１４ 議案第４４号 清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 

  日程第１５ 議案第４５号 清須市手数料条例の一部を改正する条例案 

  日程第１６ 議案第４６号 清須市印鑑条例の一部を改正する条例案 

  日程第１７ 議案第４７号 清須市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

               案 

  日程第１８ 議案第４８号 清須市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関 

               する基準を定める条例の一部を改正する条例案 

  日程第１９ 議案第４９号 清須市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負 

               担額等を定める条例の一部を改正する条例案 

  日程第２０ 議案第５０号 清須市放課後児童健全育成事業の設置及び運営に関する基準を 

               定める条例の一部を改正する条例案 

  日程第２１ 議案第５１号 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案 

  日程第２２ 議案第５２号 清須市下水道条例の一部を改正する条例案 

  日程第２３ 議案第５３号 清須市立幼稚園授業料等条例を廃止する条例案 

  日程第２４ 議案第５４号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第４号）案 

  日程第２５ 議案第５５号 令和元年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案 

  日程第２６ 議案第５６号 令和元年度清須市介護保険特別会計補正予算（第２号）案 

  日程第２７ 議案第５７号 令和元年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

               案 

  日程第２８ 報告第 ４号 平成３０年度清須市決算の健全化判断比率等について 

  日程第２９ 報告第 ５号 尾張土地開発公社平成３０年度決算に関する書類について 

  日程第３０ 発議第 ２号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅 

               持及び拡充を求める意見書（案） 

 

（ 傍聴者 ２名 ） 
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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

議  長（久野 茂君） 

 おはようございます。 

 定刻になりましたので、令和元年９月清須市議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は２２人でございます。 

 なお、岡山議員より、中途退席の申し出がありましたので、報告いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、４番下堂薗議員、５番浅野議員を指名い

たします。 

 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２６日までの２５日間といたしたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議  長（久野 茂君） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日から９月２６日までの２５日間に決定いたします。 

 日程第３、諸般の報告をいたします。 

 議会閉会中の動向について報告いたします。 

 お手元に配付してあります議員活動状況報告書のとおりでありますので、朗読は省略いたしま

す。 

 この議員活動状況報告書の中で主なものにつきましては、７月１２日に豊山町で西春日井市町

議長会が開催され、令和元年度から愛知県後期高齢者医療広域連合議会への西春日井地区議員派

遣につきましては、豊山町より派遣することが決定いたしましたので、ご報告いたします。また、

８月７日にみよし市において尾三１１市議会議長協議会が開催され、正・副議長が出席いたしま

した。それぞれの資料につきましては、事務局に保管してありますので、お願いいたします。 
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 また、監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、令和元年５月分から

７月分までの例月出納検査の結果について及び同法第１９９条第９項の規定により、財政援助団

体の監査結果報告が議長あてに提出されておりますので、受理したことを報告いたします。朗読

は省略いたします。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 お諮りいたします。 

 これより議案の審議に入りますが、日程第４、同意第２号から日程第２９、報告第５号までを

一括議題とし、市長から提案理由の説明を受けます。 

 日程第４、同意第２号及び日程第５、同意第３号については人事案件でございますので、委員

会付託及び質疑・討論を省略し、本日採決したいと思います。 

 次に、日程第６、認定第１号から日程第１１、認定第６号までの認定案件については、代表監

査委員から監査結果及び所見の報告を受けた後、担当部長より内容の説明を受けたいと思います。 

 次に、日程第１２、議案第４２号から日程第２７、議案第５７号までの１６議案については、

担当部長から内容の説明を受けたいと思います。 

 次に、日程第２８、報告第４号及び日程第２９、報告第５号につきましては、報告案件ですの

で、委員会付託を省略し、担当部長から内容の説明を受けた後、本日、質疑を受けます。 

 次に、日程第３０、発議第２号の意見書案については、提出者から提案内容の説明を受けたい

と思います。 

 なお、日程第６、認定第１号から認定第２７、議案第５７号までの２２案件及び日程第３０、

発議第２号については、本日は提案理由及び内容説明を受けるのみで散会し、質疑のある方は

９月４日正午までに発言通告書を提出していただき、９月９日の本会議において質疑を行った後、

各常任委員会に審査を付託したいと思います。 

 以上のような進め方でございますが、これにご異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議  長（久野 茂君） 

 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま申し上げました方法で行うことに決定いたします。 

 それでは、日程第４、同意第２号 教育委員会教育長の任命についてから日程第２９、報告第

５号 尾張土地開発公社平成３０年度決算に関する書類についてまでを一括議題といたします。 
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 市長より一括して提案理由の説明を求めます。 

 永田市長。 

＜ 市長（永田 純夫君）登壇 ＞ 

市  長（永田 純夫君） 

 おはようございます。 

 本日は、令和元年９月清須市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれまして

は、ご多忙にもかかわらず、ご出席を賜り、まことにありがとうございます。 

 今定例会に提案いたします案件は、同意２件、平成３０年度清須市一般会計等の決算認定が

６件、新規条例案が１件、一部改正条例案が１０件、廃止条例案が１件、令和元年度一般会計等

の補正予算案が４件、平成３０年度清須市決算の健全化判断比率等などの報告が２件でございま

す。同意２件及び報告２件につきましては、本日、ご審議とご議決を賜りたいと存じます。 

 よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、各案件について、順次、提案理由を説明いたします。 

 同意第２号 教育委員会教育長の任命につきましては、齊藤孝法氏を任期満了により再び任命

するため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を

求めるものでございます。 

 齊藤孝法氏の経歴は、ご配付いたしました同意案の裏面に記載をいたしました。ご賛同を賜り

ますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 同意第３号 教育委員会委員の任命につきましては、髙山智司さんを任期満了により再び任命

するため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を

求めるものでございます。 

 髙山智司さんの経歴は、ご配付いたしました同意案の裏面に記載をいたしました。ご賛同を賜

りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 認定第１号 平成３０年度清須市一般会計決算認定につきまして、決算の内容をご説明申し上

げます。 

 平成３０年度予算に計上いたしました事業は、議員各位を始め、市民の皆様のご協力をいただ

き、当初の目的を達成することができました。また、監査委員の決算審査も無事に終了をいたし

ました。深く感謝を申し上げる次第でございます。 

 一般会計の決算額は、歳入総額２６５億９千９００万９千３８９円、歳出総額２５３億８千
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５０２万８１８円、実質収支額は７億５千９７２万円でありました。 

 歳入の根幹であります市税は１２３億３千６２５万４千８８円であり、予算額を上回ることが

できました。納税者各位のご理解のたまものと深くお礼申し上げます。 

 地方交付税につきましては、普通交付税で１８億７千１１４万６千円、特別交付税で２億５千

９０８万５千円を確保することができました。 

 市債につきましては、臨時財政対策債７億円のほか、小学校整備事業債や中学校整備事業債な

どにより、合計で１９億６千６１０万円を借り入れました。 

 歳出の主な内容を申し上げます。 

 まず、安全・安心の確保に向けて、学校施設長寿命化計画に基づく小中学校校舎の改修を実施

したほか、近年の市内における犯罪件数の増加を受けて、見守りカメラ設置に対する補助の対象

件数を倍増するなど、地域の犯罪抑止力の向上を図りました。 

 また、子どもを取り巻く環境の変化を踏まえて、放課後子ども教室が未実施であった清洲東小

学校、星の宮小学校及び桃栄小学校を整備し、この４月から市内全ての小学校で放課後子ども教

室事業を実施するなど、次世代を担う児童の健全育成や子育て環境のより一層の充実を図りまし

た。 

 さらに、喫緊の課題でありました斎苑整備に着手するとともに、周辺の環境改善事業について

も建設地区周辺の皆様のご協力を賜りながら実施するなど、便利で快適に暮らせるまちづくりの

充実を図りました。 

 このほか、市発展の基礎となる下水道整備事業や土地区画整理事業などの都市インフラ基盤の

整備につきましても、限られた予算の中、予定どおり進めることができました。 

 今後もさまざまな行政ニーズへの対応が求められる一方で、社会保障関係費を始めとする義務

的経費の増加などにより、厳しい行財政運営が続くことが予想されます。議員各位を始め、関係

各位のご理解とご支援を賜りつつ、努力をしてまいる所存でございます。 

 認定第２号 平成３０年度清須市国民健康保険特別会計決算認定につきまして、決算の内容を

説明を申し上げます。 

 国民健康保険特別会計の決算額は、歳入総額６１億６千４３６万２千８円、歳出総額６０億

７千４８６万９７５円、実質収支額８千９５０万１千円でありました。 

 歳入のうち国民健康保険税は、１３億３千８１６万９千６円を確保し、国保制度改正による財

政の県単位化の初年度として、適正な財政運営を行うことができました。引き続き、特定健康診
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査・特定保健指導などの疾病予防を実施するなど、国民健康保険特別会計の健全性の確保に努め

てまいります。 

 認定第３号 平成３０年度清須市介護保険特別会計決算認定につきましては、介護保険特別会

計の決算額は、歳入総額４４億８千２１７万２千９００円、歳出総額４３億８千１３６万８千

３７４円、実質収支額１億８０万４千円でありました。 

 サービス利用者の増加等により保険給付費は増加しております。介護が必要な状態になっても

自宅や介護保険施設で安心して暮らすことができ、家族の介護負担を軽減することができるよう、

保険制度の趣旨に添い、健全な運営に努めてまいります。 

 認定第４号 平成３０年度清須市下水道事業特別会計決算認定につきまして、決算の内容を説

明いたします。 

 下水道事業特別会計の決算額は、歳入総額２３億３千７５３万９千４６３円、歳出総額２２億

２千４４８万６６９円、実質収支額１億５０５万８千円でありました。 

 汚水整備事業については、公共下水道事業基本計画に基づき実施設計を進めるとともに、春日

上川畑、春日堀田地区などで汚水管渠布設工事を実施しました。また、県が実施主体となる新川

西部浄化センター建設及び幹線管渠布設工事については、所要の負担金を県に支出し、流域関連

公共下水道事業を進めました。 

 雨水整備事業については、下水道ストックマネジメント計画に基づき、堀江ポンプ場及び豊田

川ポンプ場の長寿命化計画を進めました。 

 なお、本特別会計は令和元年度から地方公営企業法を適用し公営企業会計化したため、平成

３１年３月末日をもって打ち切り決算を行っているところでございます。 

 認定第５号 平成３０年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定につきましては、後期高齢

者医療特別会計の決算額は、歳入総額１４億９千３３９万８３０円、歳出総額１４億６千

１０２万５千６５７円、実質収支額３千２３６万５千円でありました。 

 歳入のうち、後期高齢者医療保険料は７億１千９９４万２千８００円でございました。医療制

度の趣旨に添い、高齢期における医療の確保を図るため、広域連合により、適切な医療費の給付

を行い、今後も保健の向上及び高齢者の福祉の推進に努めてまいります。 

 認定第６号 平成３０年度清須市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定につきましては、収

入では、給水収益や受託工事収益などの収益的収入が２億３千８１３万４千７５９円、給配水工

事負担金などの資本的収入が２千９５２万４千６９９円でありました。 
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 支出では、原水及び浄水費などの収益的支出は２億１千３５７万６千７４円、配水設備工事費

などの資本的支出は１億３千３９５万２千２０８円でありました。 

 議案第４２号 清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例案につきましては、

地方公務員法の一部改正に伴い創設される会計年度任用職員の給与等に関する事項を定めるため

のものでございます。 

 議案第４３号 清須市職員の分限の手続及び効果に関する条例等の一部を改正する条例案につ

きましては、地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、規定を整備するための一部改正で

ございます。 

 議案第４４号 清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案につきましては、成

年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律によ

る地方公務員法の一部改正に伴い、規定を整備するための一部改正でございます。 

 議案第４５号 清須市手数料条例の一部を改正する条例案につきましては、不正競争防止法等

の一部を改正する法律による工業標準化法の一部改正に伴い、規定を整理するための一部改正で

ございます。 

 議案第４６号 清須市印鑑条例の一部を改正する条例案につきましては、住民基本台帳法施行

令の一部改正に鑑み、印鑑登録証明書の記載事項に係る規定の整備等を行うための一部改正でご

ざいます。 

 議案第４７号 清須市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例案につきまして

は、災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正及び災害弔慰金の支給等に関する法律施行令の

一部改正に伴い、災害援護資金の償還等に係る規定を整理するための一部改正でございます。 

 議案第４８号 清須市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例案につきましては、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準の一部改正に伴い、満３歳以上の小学校就学前子どもであって、家庭において

必要な保育を受けることが困難であるものに関する副食の提供に要する費用の取り扱いの変更等

に関し必要な事項を定めるための一部改正でございます。 

 議案第４９号 清須市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等を定める

条例の一部を改正する条例案につきましては、子ども・子育て支援法施行令の一部改正に伴い、

規定を整理するための一部改正でございます。 

 議案第５０号 清須市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
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部を改正する条例案につきましては、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一

部改正に伴い、放課後児童支援員認定資格研修に指定都市の長が実施する研修を加え、資格要件

を拡大するための一部改正でございます。 

 議案第５１号 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案につきましては、水道法の一

部改正による指定給水装置工事事業者制度への指定の更新制の導入に伴い、指定給水装置工事事

業者更新手数料を定めるための一部改正でございます。 

 議案第５２号 清須市下水道条例の一部を改正する条例案につきましては、愛知県下水道協会

が排水設備工事責任技術者の登録業務を統一して実施することに伴い、規定を整備するための一

部改正でございます。 

 議案第５３号 清須市立幼稚園授業料等条例を廃止する条例案につきましては、子ども・子育

て支援法施行令の一部改正による子どものための教育・保育給付の利用者負担上限額の無償化に

伴い、市立幼稚園の授業料等に係る条例を廃止するものでございます。 

 議案第５４号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第４号）案につきまして、提案内容をご

説明いたします。 

 幼児教育・保育無償化に伴い、認可外保育施設等の利用者に対し施設等利用費を支給するとと

もに、子育て支援の重要な拠点である母子通園施設の利用料を無償化するなど、所要の経費を計

上することといたしました。 

 また、普通交付税、決算剰余金、特別会計繰入金などの財源をもとに、今後の財政需要を考慮

し必要な基金に積み立てることといたしました。 

 補正額は５億８千３３万２千円を追加し、予算の総額は２６９億６千１６１万６千円となりま

す。 

 議案第５５号 令和元年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案につきましては、

前年度決算に伴う精算措置について所要の補正を行うことといたしました。 

 補正額は６千９５０万１千円を追加し、予算の総額は６０億２５１万１千円となります。 

 議案第５６号 令和元年度清須市介護保険特別会計補正予算（第２号）案につきましては、前

年度決算に伴う精算措置について所要の補正を行うことといたしました。 

 補正額は１億８０万３千円を追加し、予算の総額は４７億７千２２７万９千円となります。 

 議案第５７号 令和元年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案につきまして

は、前年度決算に伴う精算を措置するとともに、本年度の負担金の額の決定に係る所要の補正を
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行うことといたしました。 

 補正額は３千２３６万４千円を追加し、予算の総額は１５億２千４３５万７千円となります。 

 報告第４号 平成３０年度清須市決算の健全化判断比率等につきまして、内容を説明いたしま

す。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成３０年度清須市決算の健全化判断比

率及び資金不足比率に監査委員の意見をつけて議会に報告するものでございます。 

 本市における一般会計等の実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比

率の４つの指標によって判断される健全化判断比率と水道事業会計等の資金不足比率は、いずれ

も早期の健全化が求められる基準を下回っております。 

 報告第５号 尾張土地開発公社平成３０年度決算に関する書類につきまして、内容を説明いた

します。 

 地方自治法の規定により、尾張土地開発公社の経営状況について議会に報告するものでござい

ます。 

 収益的収入は４億４千９９５万４９５円、収益的支出は４億４千７５１万９千１６８円、資本

的収入及び資本的支出はともに７億２千６４６万５００円でございます。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明とさせていただきます。 

 詳細につきましては、担当者から説明させますので、十分にご審議の上、ご賛同賜りますよう

によろしくお願いを申し上げます。 

議  長（久野 茂君） 

 ここで、同意第２号の該当者が議場にみえますので、齊藤教育長の退室を命じます。 

＜ 齊藤教育長・退室 ＞ 

議  長（久野 茂君） 

 ただいま提案説明のありました日程第４、同意第２号 教育委員会教育長の任命について採決

に入ります。 

 賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（久野 茂君） 

 ありがとうございます。起立全員であります。 

 よって、本案は原案どおり任命同意することに決定いたしました。 
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 ここで、齊藤教育長の入室を許可します。 

＜ 齊藤教育長・退室 ＞ 

議  長（久野 茂君） 

 それでは、再任された齊藤教育長より挨拶をお願いいたします。挨拶は発言席でお願いいたし

ます。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 ただいまは任命に同意をしていただきましてまことにありがとうございます。 

 私は、子どもたちが命を大切にするようにすること、他人を思いやる心を身につけること、こ

の清須市に誇りを持って住める住民になること、そういうようなことを育てていきたいなという

ふうに思っています。そして、来年度から本格導入される小学校での外国語活動やプログラミン

グ教育を含む新学習指導要領の趣旨に沿って、主体的で対話的で深い学びを実現し、確かな学力

を身につけさせたいと思っています。議会の皆様におかれましては、これまで以上にご支援をい

ただきますようよろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 次に、日程第５、同意第３号 教育委員会委員の任命について採決に入ります。 

賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（久野 茂君） 

 ありがとうございます。 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり任命同意することに決定いたしました。 

 次に、黒川代表監査委員より、認定第１号から認定第６号までの決算認定に係る監査結果及び

所見についての報告を求めます。報告は発言席でお願いいたします。 

 黒川代表監査委員。 

代表監査委員（黒川 了一君） 

 ただいま議長より指名のありました代表監査委員の黒川了一であります。 

 先般、地方自治法第２３３条第２項、同法第２４１条第５項の規定及び地方公営企業法第

３０条第２項の規定に基づき、市長より審査に付されました平成３０年度清須市一般会計、特別

会計歳入歳出決算、基金運用状況及び水道事業会計決算の審査結果につきまして、監査委員を代
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表して意見を述べさせていただきます。 

 決算審査における総括的な意見を記載しております清須市決算審査意見書に沿って意見を申し

上げます。 

 去る６月１日から８月１３日まで、平成３０年度水道事業会計決算、７月１日から８月１３日

まで、平成３０年度清須市一般会計・特別会計歳入歳出決算及び各基金運用状況を岡山克彦監査

委員とともに審査いたしました。 

 初めに、平成３０年度清須市一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況の審査意見に

ついてであります。 

 １ページ下段をごらんください。 

 第４、審査の結果につきましては、平成３０年度の清須市一般会計、国民健康保険特別会計、

介護保険特別会計、下水道事業特別会計、後期高齢者医療特別会計の決算及び基金の運用は、い

ずれも適正でありました。 

 ２ページをごらんください。 

 平成３０年度清須市一般会計及び特別会計を合わせた歳入決算総額は約４１０億７千６４７万

円、歳出決算総額は約３９５億２千６７６万円、歳入歳出差引額約１５億４千９７２万円であり

ました。前年度に比べ歳入は約３億５千１２７万円の減少、歳出は約２億６千７５万円の減少と

なっています。また、実質収支額は、歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源約４億６千

２２７万円を控除して約１０億８千７４５万円となっており、前年度に比べ約２億６千１３２万

円減少しております。 

 ３ページをごらんください。 

 財政分析についてであります。 

 主要な財政分析指標は、財政力指数０．８９、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は８６．

０％で、前年度に比べ０．９ポイント上昇しています。実質収支比率は４．８％、次ページの自

主財源比率は６１．１％となっています。 

 下段にあります将来にわたる財政負担の地方債につきましては、平成３０年度に臨時財政対策

債など２５億１千９０万円を借り入れ、元金約１９億３千５９０万円を償還し、平成３０年度末

現在高は約３０７億３千９０万円であります。 

 ５ページをごらんください。 

 一般会計の総括であります。 
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 歳入決算額は約２６５億９千９０１万円、歳出決算額は約２５３億８千５０２万円で、前年度

に比べ歳入は約１４億９千８３万円、歳出は約１３億５千６１６万円増加しています。また、実

質収支額は、歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源約４億５千４２７万円を控除して約

７億５千９７２万円となっています。前年度に比べ約５千３６万円減少しています。 

 次に６ページをごらんください。 

 歳入の款別の決算状況であります。 

 予算現額に対する収入率は９６．２％、調定額に対する収入率は９３．８％でありました。 

 次に、７ページをごらんください。 

 歳入決算額は、前年度に比べ約１４億９千８３万円の増加となっています。 

 款別の構成比では、市税が４６．４％、国庫支出金が１１．９％、地方交付税が８．０％とな

っています。 

 また、前年度と比較し増加している主なものは、繰入金、繰越金及び市債などであります。一

方、減少している主なものは、地方交付税、財産収入及び株式等譲渡所得割交付金などでありま

す。 

 ８ページをお願いします。 

 市税を始めとする自主財源は約１６２億５千１０１万円で、前年度に比べ約１１億５千

５１３万円増加しています。自主財源は、前年度に比べ７．７％増加しています。自主財源のう

ち市税が４６．４％を占めています。 

 ９ページをごらんください。 

 歳出決算額は約２５３億８千５０２万円、予算現額は約２７６億５千４５８万円で、執行率は

９１．８％となり、翌年度繰越額を差し引いた不用額は約５億７千５０８万円となっています。 

 また、各節の主な不用額と理由につきましては、４５ページから４８ページに記載しておりま

す。 

 １０ページをごらんください。 

 歳出決算額は前年度に比べ約１３億５千６１６万円増加しており、款別の構成比を見ると民生

費が３７．１％と最も高く、次いで教育費１４．７％、土木費１２．５％となっています。また、

前年度と比べ額が増加したものは、教育費や総務費などであります。一方、減少したものは、消

防費などであります。 

 次に、１１ページをごらんください。 
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 性質別経費の構成比率については、義務的経費３９．２％、投資的経費１４．０％、その他の

経費が４６．８％で、このうち物件費が２０．８％を占めています。前年度と比較すると積立金

や普通建設事業費などの額が増加する一方、繰出金、公債費は減少しています。 

 特別会計の状況につきましては、３２ページから国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、

下水道事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計ごとに歳入決算額、歳出決算額、歳入歳出差引

額等について記載してあります。 

 ４０ページからは公有財産、有価証券などの財産について、決算年度中の増減高及び決算年度

末の現在高等について記載してあります。 

 ４２ページをごらんください。 

 基金の運用状況についてであります。 

 決算年度中の増減高につきましては、積立額は約１１億８０８万円、取り崩し額は約８億９千

１５１万円で、決算年度末現在高は約６７億７千２４１万円となっており、前年度末現在高に比

べ約２億１千６５７万円増加しています。 

 次ページに、まとめとして記載しております。 

 我が国の景気は輸出を中心に弱さが残るものの、雇用・所得環境の改善が続く中で各種政策の

効果もあり、今後は緩やかに回復していくものと期待しておりますが、通商問題の動向が世界経

済に与える影響や海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響に留意する必要があります。 

 本市におきましては、合併特例措置の逓減や廃止等大幅な収入が見込めない中、近年頻発する

自然災害の備え、高齢化の進展等による社会保障関係費用の増加、施策事業の推進や公共施設等

の総合的かつ計画的な管理推進などの費用の増加など本市には多くの課題があり、経費の財源不

足を基金の取り崩しや地方債に頼らざる得ない状況が続くと考えられます。また、公債費や維持

管理費といった将来の財政負担への対応などますます厳しさが増すことが予測されるため、積極

的な財源確保に努め、今後も効率的、計画的な財政運営が望まれるところであります。 

 歳入の根幹をなす市税につきましては、収納努力された結果、収納率は前年度を若干上回り、

収入未済額、不納欠損額ともに前年度を下回る結果になっていますが、収入未済額は依然として

多額であることから、税の公正性、公平性及び行政に対する信頼性の観点からも、滞納発生の防

止、計画的な徴収対策を行い収納率の向上を図られたい。 

 時間外勤務につきましては、前年度に比べ特定の職員の偏重した時間外勤務は是正されつつあ

りますが、時間外勤務全体の総時間数の圧縮には至っていません。引き続き、人事管理及び健康
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管理の両面から時間外勤務の圧縮に取り組み、職員の健康や士気を確保する観点から、時間外勤

務が多い部署や職員、時期等についてその要因を的確に把握し、縮減方策を講じ効率的な行政サ

ービスを実施するとともに経費の削減に努めてください。 

 昨年度は、雨水排水対策、子育て環境や学校施設の整備を推進され、都市基盤整備も着実に進

められています。今後とも「第２次総合計画」で掲げる「水と歴史に織りなされた安心・快適で

元気な都市」を目指して着実な推進実現を期待するものであります。 

 次に、水道事業会計決算審査についてであります。 

 ４９ページ中段をごらんください。 

 第４、審査の結果につきましては、決算書類及び決算附属書類はいずれも関係法令に準拠して

作成されており、経営成績及び財政状況を適正に表示していると認められました。 

 初めに業務実績でありますが、平成３１年３月３１日現在の給水人口は８千８３人で、給水区

域内年度末人口に対する普及率は９９.８％となっています。 

 ５０ページをごらんください。 

 次に、予算の執行状況であります。 

 収益的収入の水道事業収益決算額は約２億３千８１３万円で、予算額に対し９６．２％の収入

率でした。また、収益的支出の水道事業費用決算額は約２億１千３５８万円で、予算額に対し

９５.２％の執行率でありました。 

 資本的収入決算額は約２千９５２万円、資本的支出決算額は約１億３千３９５万円で、資本的

支出額の不足額約１億４４３万円は過年度分消費税資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資

金より補填されています。 

 次に、５２ページをごらんください。 

 経営収支の状況についてであります。 

 本年度の経営収支は、総収益約２億２千２１６万円から総費用約２億１２０万円を差し引いた

額約２千９６万円の純利益となっています。 

 なお、詳細につきましては、５６ページの資料１ 損益計算書構成比率表のとおりであります。 

 次に、５４ページをごらんください。 

 ４の財政状況についてであります。 

 資産は約１５億９千７６４万円で、流動資産のうち未収金は約２千９８２万円となっています。 

 次に、負債・資本についてであります。 



－18－ 

 負債・資本の構成比は、負債が４０．５％、資本が５９．５％となっています。 

 なお、詳細につきましては、５８ページ以降の資料２ 貸借対照表構成比率表のとおりであり

ます。 

 以上が、平成３０年度水道事業会計決算書類及び附属書類を審査した結果の概要であります。 

 利用者の節水意識の高まりや節水機器の普及、地下水等の利用により、給水収益の大幅な伸び

は期待できない状況にあります。その一方で、配水管等水道施設の老朽化、耐震化への対応に多

額の資金が必要となります。今後の事業経営にあたりましては、水道料金の収納確保、効率的な

事業の推進による費用の削減などのさらなる取り組みが望まれます。また、市域における水道事

業の一本化に向けた協議を進めるとともに、より一層の安心安全な水の安定供給に努められるこ

とを期待するものであります。 

 以上をもちまして、平成３０年度清須市一般会計・特別会計及び水道事業会計の決算審査の意

見といたします。 

議  長（久野 茂君） 

 監査結果及び所見の報告が終わりましたので、ここで代表監査委員の退席を許可いたします。 

＜ 黒川監査委員・退席 ＞ 

議  長（久野 茂君） 

 日程第６、認定第１号 平成３０年度清須市一般会計決算認定について、総務部長より内容の

説明を求めます。 

 平子総務部長。 

＜ 総務部長（平子 幸夫君）登壇 ＞ 

総務部長（平子 幸夫君） 

 総務部長の平子でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、令和元年９月清須市議会定例会提出案件の１ページをお願いいたします。 

 認定第１号 平成３０年度清須市一般会計決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度清須市一般会計歳入歳出決算を別冊

のとおり認定に付する。 

 令和元年年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 それでは、別冊、清須市歳入歳出決算書の２ページをお願いいたします。 
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 主な内容をご説明いたします。 

 歳入では、第１款市税は、予算現額１１９億７千２１万６千円に対し収入済額は１２３億３千

６２５万４千８８円で、予算現額を３億６千６０３万８千８８円上回りました。不納欠損額は

６千６９０万９千２９１円でした。 

 第２款地方譲与税から第１０款交通安全対策特別交付金のうち第６款地方消費税交付税では

１２億５千８万円、また、第９款地方交付税は２１億３千２３万１千円であり、うち地方交付税

が１８億７千１１４万６千円でした。 

 第１１款分担金及び負担金は、保育料３億４千２２４万１千２２０円や斎苑施設周辺環境改善

費負担金１億３４万４千９６０円などにより、収入済額は４億５千６４万８千８２０円でした。 

 第１２款使用料及び手数料は、清洲城天主閣入場料１千６４３万１千８８０円、道路占用料

４千８８１万９千６８円や幼稚園使用料９６５万３千５００円、清掃手数料１億２千７０３万

５千６７０円などにより収入済額は２億７千２４５万３千５４７円でした。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第１３款国庫支出金は、児童福祉費負担金１０億５千３７８万５千１０８円や生活保護費負担

金６億９千３１２万１千４１８円を始め各種補助金などにより、収入済額は３１億６千８６万

９千９８２円でした。 

 第１４款県支出金は、障害者総合支援給付費負担金など社会福祉費負担金５億４千２２２万

６７８円を始め福祉医療費支給事業補助金１億９千２２０万７千円を始め各種補助金などにより、

収入済額は１３億４千７４５万６千４０円でした。 

 第１５款財産収入は、土地建物貸付収入３千１５１万２２６円や不動産売払収入４千１０４万

１９０円などにより、収入済額は７千４３４万８千７０７円でした。 

 第１６款寄附金の収入済額は、ふるさと寄附金５千４１６万円などにより、５千５０４万９千

８４４円でした。 

 第１７款繰入金は、国民健康保険特別会計を始めとする特別会計繰入金４億２３万２９６円、

基金繰入金８億４千６７万２千円により、収入済額１２億４千９０万２千２９６円でした。 

 第１８款繰越金は、１０億７千９３２万６５９円でした。 

 第１９款諸収入は、学校給食費などにより７億４千２０２万７千４０６円でした。 

 第２０款市債は、道路等整備事業債を始め小学校整備事業債や臨時財政対策債などにより

１９億６千６１０万円を借り入れました。 
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 歳入合計で２６５億９千９００万９千３８９円の収入済額となりました。 

 続いて、歳出でございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 第１款議会費は、議会運営や議事堂整備費など、支出額は２億９千３７６万７千１９１円でし

た。 

 第２款総務費は、基金管理費１０億７千１２９万８千２９１円を始め財産管理費、コミュニテ

ィバス運行費、電算管理費、愛知県知事選挙費、市議会議員選挙費などにより、支出済額は

３０億９千２０３万７千７９９円でした。 

 第３款民生費は、障害者・高齢者福祉費や子ども医療支給費など福祉医療費など社会福祉費

４８億９千４２万４千６８２円、子ども・子育て支援費、児童手当費、保育園を管理・運営する

ための保育所費など、子どもが健やかに育つ環境づくりのための児童福祉費３５億３千７８５万

３千４０３円、生活保護費９億６千３８６万６千３８０円などにより、支出済額は９３億９千

２２１万６千４７３円でした。そのうち国民健康保険特別会計を始めとする特別会計繰出金は

２０億４千８２３万１千４５２円でした。 

 第４款衛生費は、予防接種費を始め成人保健費、母子保健費などの予防費３億５千９７１万

４千６４９円を始め、ごみ収集処理などの清掃費１５億２７９万１千５５３円などにより、支出

済額は２５億１千６３８万４千７７０円でした。 

 第５款労働費は、労働者金融対策費により､支出済額は２００万円でした。 

 第６款農林水産業費は、農業委員会費を始め農業振興対策費、土地改良費などにより、支出済

額は２億６千１７２万１２５円でした。 

 第７款商工費は、中小企業金融対策費やまつり事業費補助金を含む観光振興費などにより、支

出済額は２億８千７５４万３千２９９円でした。 

 第８款土木費は、道路の改良、橋梁の改良を始めとする道路橋梁費５億８千６２６万８千

１４４円や公園管理及び土地区画整理事業など都市計画費２４億５千１６０万５千５２０円など

により、支出済額は３１億８千１６１万３千５５５円でした。そのうち下水道事業特別会計への

繰出金は９億３千９３７万円でした。 

 続いて、８ページをお願いいたします。 

 第９款消防費は、常備・非常時消防費を始め防災対策費などで、支出済額は８億５千１０６万

９千５４１円でした。 
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 第１０款教育費は、校舎の長寿命化改修を始め小中学校費、幼稚園費、社会教育費などにより、

支出済額は３７億４千３１２万６千９５９円でした。 

 第１１款公債費の支出済額は１７億６千３５４万１千１０６円でした。なお、年度末の地方債

残高は１８１億３千２２９万２４７円で、そのうち合併特例債は５３億９千５４９万８千

１５１円でした。 

 歳出合計で２５３億８千５０２万８１８円の支出済額となり、歳入歳出差引額１２億１千

３９８万８千５７１円で、翌年度へ繰り越すべき財源を除いた実質収支額７億５千９７２万円と

なりました。 

 一般会計の決算状況は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 日程第第７、認定第２号 平成３０年度清須市国民健康保険特別会計決算認定について及び日

程第１０、認定第５号 平成３０年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定についての２議案

について、市民環境部長より内容の説明を求めます。 

 栗本市民環境部長。 

＜ 市民環境部長（栗本 和宜君）登壇 ＞ 

市民環境部長（栗本 和宜君） 

 市民環境部長の栗本でございます。 

 提出案件の２ページをお願いいたします。 

 認定第２号 平成３０年度清須市国民健康保険特別会計決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度清須市国民健康保険特別会計歳入歳

出決算を別冊のとおり認定に付する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 では、別冊の平成３０年度清須市歳入歳出決算書の１００、１０１ページをお願いいたします。 

 決算の主な内容について説明をいたします。 

 歳入につきましては、第１款国民健康保険税の収入済額は１３億３千８１６万９千６円でござ

いました。現年度課税分の徴収率は９３．２９％で、前年と比較し０．２８％向上し、さらに滞

納繰越分の徴収率は２６．３１％で、前年と比較し９．１６％向上いたしました。 
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 その結果、不納欠損額は４千８７１万１千６３０円、収入未済額は２億８千８９１万５千

８２８円で、いずれも前年から減少する結果となりました。 

 第２款国庫支出金の収入済額は０円で、第３款療養給付費交付金の収入済額は過年度分のみで

３７７万２千８３７円でございました。これは平成３０年度より医療費に関する国交付金及び療

養給付費交付金の申請を保険者である愛知県が申請を行うことになったためで、過年度分が発生

した場合のみ市が国等に申請を行い交付されるもので、前年と比べ大きく減少しているものでご

ざいます。 

 第４款県支出金は保険給付費等交付金の分で、収入済額は３７億８千２１８万９千７９６円で、

国庫支出金と同じく、平成３０年度より医療費等に関する国交付金等の申請は、保険者である愛

知県が申請を行い、保険給付費等交付金として市に交付されることとなったため、金額が前年度

と比べ大きく増加しております。 

 第６款繰入金の収入済額は６億８千７５５万９千６４４円でございました。 

 第７款繰越金の収入済額は３億２千８７３万４千４０円。 

 第８款諸収入につきましては雑入等で、収入済額は２千３９３万６千６８１円となり、歳入の

合計は６１億６千４３６万２千８円でございました。 

 １０２、１０３ページをお願いいたします。 

 歳出の主な内容を説明いたします。 

第１款総務費は、総務管理費、運営協議会費などにより、支出済額は６千３６９万１７円でござ

いました。 

 第２款保険給付費につきましては、療養諸費及び高額療養費のいわゆる医療費分や出産育児一

時金などで、支出済額は３７億６千８７６万６千２９７円でございました。 

 第３款国民健康保険事業費納付金の支出済額は１８億７千８５４万２千５１８円、第６款保健

事業費は、特定健康診査等事業費及び保健事業費で、支出済額は４千６９２万８千５８円でござ

いました。 

 第８款諸支出金は、償還金及び還付加算金、繰出金の分で、支出済額は３億１千６９３万４千

８１円となり、歳出の合計は６０億７千４８６万９７５円でございました。 

 １０５ページをお願いいたします。 

 歳入歳出の差引残額は８千９５０万１千３３円でございます。 

 以上で、国民健康保険特別会計の決算についての説明を終わります。 
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 次に、後期高齢者医療特別会計の決算について説明いたします。 

 提出案件の５ページをお願いいたします。 

 認定第５号 平成３０年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度清須市後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算を別冊のとおり認定に付する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 では、別冊の平成３０年度清須市歳入歳出決算書の１６６、１６７ページをお願いいたします。 

 決算の主な内容について説明いたします。 

 歳入につきましては、第１款後期高齢者医療保険料の収入済額は７億１千９９４万２千

８００円でございました。現年度課税分の徴収率は９９．５２％で、前年度と比較し０．０４％

減少しましたが、滞納繰越分の徴収率は３４．３９％で、前年度と比較し５．６８％向上いたし

ました。その結果、不納欠損額は１５９万６千７００円、収入未済額は５３８万４千１００円と

なり、いずれも前年から減少する結果となりました。 

 第２款国庫支出金の収入済額は２３９万７千円でございました。第３款繰入金は一般会計から

によるもので、収入済額は６億９千７０８万９千８０８円、第４款繰越金の収入済額は４千

７８２万３千３２０円、第５款諸収入の収入済額は過年度療養給付費負担金の精算等によるもの

で、２千６１３万７千９０２円となり、歳入の合計は１４億９千３３９万８３０円でございまし

た。 

 １６８、１６９ページをお願いいたします。 

 歳出の主な内容を説明いたします。 

 第１款総務費は総務管理費と徴収費の分で、支出済額は１千６２１万５千５９８円、第２款後

期高齢者医療広域連合納付金は後期高齢者医療保険料等負担金、療養給付費負担金及び広域連合

事務費負担金の分で、支出済額は１３億７千６００万４千３７円でございました。 

 第３款諸支出金の支出済額は６千８８０万６千２２円となり、歳出の合計は１４億６千

１０２万５千６５７円でございました。歳入歳出の差引残額は３千２３６万５千１７３円でござ

います。 

 以上で説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 
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議  長（久野 茂君） 

 次に、日程第８、認定第３号 平成３０年度清須市介護保険特別会計決算認定について、健康

福祉部長より内容の説明を求めます。 

 河口健康福祉部長。 

＜ 健康福祉部長（河口 直彦君）登壇 ＞ 

健康福祉部長（河口 直彦君） 

 健康福祉部長の河口でございます。よろしくお願いいたします。 

 提出案件の３ページをお願いします。 

 認定第３号 平成３０年度清須市介護保険特別会計決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度清須市介護保険特別会計歳入歳出決

算を別冊のとおり認定に付する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 それでは、別冊の平成３０年度清須市歳入歳出決算書の１２８、１２９ページをお願いいたし

ます。 

 初めに、歳入についてご説明いたします。 

 第１款介護保険料は第１号被保険者の保険料で、収入済額１０億４千３１４万８千７４９円、

不納欠損額１千２１０万７千８６２円、収入未済額は２千１４０万１千６５１円でございました。 

 第２款使用料及び手数料は、指定居宅介護支援事業者指定更新申請手数料で収入済額３万円。 

 第３款国庫支出金、第１項国庫負担金は国の介護給付費負担金で、収入済額７億２千５２５万

５千８５７円、第２項国庫補助金は国からの調整交付金、地域支援事業交付金、介護保険事業費

補助金で、収入済額は１億７千２４７万８千３０円でございました。 

 第４款支払基金交付金は、収入済額１１億２千５５０万５千７６１円で、第２号被保険者の保

険料であり、介護給付費交付金でございます。 

 第５款県支出金は第１項県負担金、県の介護給付費負担金の分で、収入済額６億８５万１千

４１５円、第２項県補助金は地域支援事業交付金で、収入済額２千７５０万１千７９１円でござ

いました。 

 第６款財産収入は準備基金の預金利子で、６万９千２９０円。 

 第７款繰入金は、第１項他会計繰入金及び第２項基金繰入金で７億１千４４１万７千円でござ
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いました。 

 第８款繰越金は前年度繰越金で７千６万６千６０９円。 

 第９款諸収入は雑入などで、収入済額２８４万８千３９８円でございました。 

 歳入合計は４４億８千２１７万２千９００円でございます。 

 続いて、歳出についてご説明をいたします。 

 １３０、１３１ページをごらんください。 

 第１款総務費は、第１項総務管理費から第４項趣旨普及費までで、職員人件費、一般管理費、

介護認定審査会などで、支出済額９千８８９万７千１３円でございました。 

 第２款保険給付費は、第１項介護サービス等費から第４項特定入所者介護サービス費までの各

種介護サービスに係る給付費で、支出済額４０億２千９０５万６３２円でございました。 

 第３款地域支援事業費は第１項介護予防・生活支援サービス事業費から第４項その他諸費まで

で、新総合事業に係る訪問型サービスや通所サービス事業費、地域包括支援センターなどの分で、

支出済額１億７千９８０万５千３７６円でございました。 

 第４款基金積立金は介護給付費準備基金への積立金で、３千６７７万８千２９０円。 

 第５款諸支出金は、第１項償還金及び還付加算金として第１号被保険者保険料還付金と国及び

県などへの償還金、そして第２項繰出金は一般会計繰出金への繰出金で、支出済額３千６８３万

７千６３円でございました。 

 歳出合計４３億８千１３６万８千３７４円でございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 次に、日程第９、認定第４号 平成３０年度清須市下水道事業特別会計決算認定について及び

日程第１１、認定第６号 平成３０年度清須市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

の２議案について、建設部長より内容の説明を求めます。 

 永渕建設部長。 

＜ 建設部長（永渕 貴徳君）登壇 ＞ 

建設部長（永渕 貴徳君） 

 建設部長の永渕でございます。よろしくお願いいたします。 

 提出案件の４ページをお開きください。 

 認定第４号 平成３０年度清須市下水道事業特別会計決算認定について 
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 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度清須市下水道事業特別会計歳入歳出

決算を別冊のとおり認定に付する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 平成３０年度清須市歳入歳出決算書の１５０ページ、１５１ページをごらんください。 

 歳入について、主な内容をご説明申し上げます。 

 １款分担金及び負担金は下水道事業の受益者の分担金・負担金で、収入済額５千６７４万７千

円となりました。 

 ２款使用料及び手数料は下水道使用料等で、収入済額１億３千５７７万４千７６１円となりま

した。 

 ３款国庫支出金は公共下水道の汚水・雨水整備事業費の国庫補助金で、収入済額４億８千９万

円でございます。 

 ４款繰入金は一般会計からの繰り入れで、収入済額９億３千９３７万円でございます。 

 ５款繰越金は前年度繰越金で、収入済額１億１千４２９万４千５２４円でございます。 

 ６款諸収入は、消費税及び地方消費税の還付金等で、収入済額６千６４６万３千１７８円でご

ざいます。 

 ７款市債、公共下水道事業債及び流域下水道事業債で、収入済額５億４千４８０万円でござい

ます。 

 歳入合計、収入済額の合計は２３億３千７５３万９千４６３円でございます。 

 次に、１５２ページ、１５３ページをお開きください。 

 支出について主な内容をご説明申し上げます。 

 １款総務費、総務管理費で、支出済額３億１千６５万２千３５３円でございます。 

 ２款下水道建設費は、汚水事業といたしまして、西枇杷島町大野、鍋片三丁目地区など約

１７ヘクタールを整備いたしました。雨水事業といたしましては、豊田川・堀江ポンプ場のスト

ックマネジメント事業、西清洲ポンプ場の用地買収、二ツ杁幹線の建設工事等を施工いたしまし

た。支出済額は１３億８千８５０万９千１１０円でございます。 

 ３款公債費は償還金元金、償還金利子で、支出済額４億３千３２５万８千２０６円でございま

す。 

 ４款諸支出金は一般会計への繰出金といたしまして、支出済額９千２０６万１千円でございま
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す。 

 歳出合計は、支出済額２２億２千４４８万６６９円でございます。 

 歳入歳出差引残額は１億１千３０５万８千７９４円でございます。 

 なお、この残金は、下水道事業について地方公営企業法が適用されたことに伴い、同法の規定

による清須市下水道事業会計へ引き継がれました。 

 以上で、下水道事業の決算の報告を終わらせていただきます。 

 続きまして、認定第６号、平成３０年度清須市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定につい

てご説明いたします。 

 提出案件の６ページをお開きください。 

 認定第６号 平成３０年度清須市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成３０年度清須市水道事業会計決算に伴う剰

余金を別冊平成３０年度清須市水道事業剰余金処分計算書（案）のとおり処分し、あわせて同法

第３０条第４項の規定により、平成３０年度清須市水道事業会計決算を別冊のとおり認定に付す

る。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 別冊の平成３０年度清須市水道事業会計決算書、２ページ、３ページをお開きください。 

 水道事業決算報告書について、主な内容をご説明申し上げます。 

 （１）収益的収入及び支出についてご説明をいたします。 

 収益的収入につきましては水道料等の水道事業収益で、決算額２億３千８１３万４千７５９円

となりました。 

 収益的支出につきましては、県水・受水費用など水道事業費用で、決算額２億１千３５７万

６千７４円となりました。 

 ４ページ、５ページをお開きください。 

 （２）資本的収入及び支出についてご説明をいたします。 

 資本的収入につきましては給配水工事負担金と県補助金で、決算額２千９５２万４千６９９円

となりました。 

 次に、資本的支出につきましては配水管布設工事費等で、決算額は１億３千３９５万２千

２０８円でございます。 
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 資本的収入が資本的支出額に不足する額１億４４２万７千５０９円は、過年度分消費税資本的

収支調整額５０９万９千３６１円及び過年度分損益勘定留保資金９千９３２万８千１４８円で補

填をいたしました。 

 次に、損益計算書についてご説明をいたします。 

 ６ページをお開きください。 

 営業収益につきましては、１の営業収益が２億１５８万２千６２８円、２の営業費用が１億

８千９７１万２千８２９円で、差し引き１千１８６万９千７９９円の営業利益となっております。 

 次に、営業外収益についてご報告をいたします。 

 ３の営業外収益が２千５７万８千３９８円、４の営業外費用が１千１４８万３千３５２円で、

差し引き９０９万５千４６円が営業外利益となっております。 

 営業利益と営業外利益を合わせた経常利益は２千９６万４千８４５円となり、当年度純利益は

２千９６万４千８４５円となりました。 

 当年度純利益に前年度繰越利益剰余金６８５万７９８円を合わせ、当年度末処分利益剰余金と

いたしまして２千７８１万５千６４３円となりました。 

 次に、剰余金処分計算書（案）についてご説明いたします。 

 ９ページをお開きください。 

 平成３０年度末の未処分利益剰余金は２千７８１万５千６４３円でございます。 

 議会の議決による処分金は、建設改良積立金の積み立て等に２千万円を積み立て処分し、処分

後の未処分利益剰余金は７８１万５千６４３円になります。 

 以上で、水道事業の決算の報告を終わります。 

議  長（久野 茂君） 

 ここで１１時まで休憩といたします。 

（ 時に午前１０時４８分 休憩 ） 

（ 時に午前１１時００分 再開 ） 

議  長（久野 茂君） 

 休憩前に引き続き会議を始めます。 

 日程第１２、議案第４２号 清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例案、日

程第１３、議案第４３号 清須市職員の分限の手続及び効果に関する条例等の一部を改正する条

例案及び日程第１４、議案第４４号 清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案
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の３議案について、企画部長より内容の説明を求めます。 

 宮崎企画部長。 

＜ 企画部長（宮崎 稔君）登壇 ＞ 

企画部長（宮崎 稔君） 

 企画部長の宮崎でございます。よろしくお願いいたします。 

 提出案件の７ページをお開きください。 

 議案第４２号について説明いたします。 

 議案第４２号 清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、地方公務員法の一部改正に伴い、創設される会計年度任用職員の給与

等に関する事項を定める必要があるからです。 

 １枚はねていただきまして、８ページをお願いいたします。 

 主な内容を説明いたします。この会計年度任用職員の制度創設は、地方公務員法及び地方自治

法の一部改正をする法律に基づくもので、各地方公共団体によって任用・勤務状況等に関する取

り扱いが不明確であった臨時非常勤職員の任用や服務規律等の整備を図り、正規職員と同様に、

期末手当等の諸手当の支給を可能とするものでございます。 

 第３条では給与の内容、第４条から第１８条まではフルタイム会計年度任用職員の給料や諸手

当、第１９条から第３０条まではパートタイム会計年度任用職員の報酬等についてそれぞれ規定

をしております。 

 なお、給料表及び報酬の額につきましては、別表第４条関係のとおり、一般職の職に属する勤

務職員の給与表を準用してまいります。 

 附則につきましては、令和２年４月１日から施行するものです。 

 次に、議案第４３号について説明いたします。 

 ２１ページをお開きください。 

 議案第４３号 清須市職員の分限の手続及び効果に関する条例等の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 
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 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、規定を整備する必要

があるからです。 

 ページを１枚はねていただきまして、２２ページをお願いいたします。 

 主な内容を説明いたします。 

 地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、関係条例である第１条の清須市職員の分限の

手続及び効果に関する条例から第８条の清須市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例まで

のそれぞれの規定を整備するものでございます。 

 附則につきましては、令和２年４月１日から施行するものでございます。 

 次に、議案第４４号について説明いたします。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 議案第４４号 清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係

法律の整備に関する法律による地方公務員法の一部改正に伴い、規定の整備を行う必要があるか

らです。 

 １枚はねていただきまして、２８ページをお願いいたします。 

 主な内容を説明いたします。 

 この一部改正条例は、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法

律の整備に関する法律による地方公務員法の一部改正に伴い、成年被後見人及び被保佐人が欠格

条項から削除されることに伴い、関連条案の規定を整備するものでございます。 

 附則につきましては、令和元年１２月１４日から施行するものです。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 
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 日程第１５、議案第４５号 清須市手数料条例の一部を改正する条例案について、総務部長よ

り内容の説明を求めます。 

 平子総務部長。 

＜ 総務部長（平子 幸夫君）登壇 ＞ 

総務部長（平子 幸夫君） 

 総務部長の平子でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、提出案件の３１ページをお願いいたします。 

 朗読します。 

 議案第４５号 清須市手数料条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、不正競争防止法等の一部を改正する法律による工業標準化法の一部改

正に伴い、規定を整理する必要があるからです。 

 それでは、３２ページをお願いいたします。 

 内容のご説明をいたします。 

 今回の改正は、不正競争防止法等の一部を改正する法律による工業標準化法の一部改正による

もので、この改正により、日本工業規格が日本産業規格と名称が改まることにより、文言の整理

を行うものです。 

 条例の別表第９の７の項中にある文言を「日本産業規格」に改めるものでございます。 

 附則でございます。 

 この条例は、公布の日から施行するものとするものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 日程第１６、議案第４６号 清須市印鑑条例の一部を改正する条例案について、市民環境部長

より内容の説明を求めます。 

 栗本市民環境部長。 

＜ 市民環境部長（栗本 和宜君）登壇 ＞ 
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市民環境部長（栗本 和宜君） 

 市民環境部長の栗本でございます。 

 提出案件の３３ページをお願いいたします。 

 議案第４６号 清須市印鑑条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、住民基本台帳法施行令の一部改正に鑑み、印鑑登録証明書の記載事項

に係る規定の整備等を行う必要があるからです。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 今回の条例案につきましては、住民基本台帳法施行令の一部改正に伴い、旧氏による印鑑を登

録できるようにするとともに、心と体の性が一致しない性同一性障害や性別違和を感じている性

的マイノリティに悩む方たちに配慮し、印鑑登録証明書の記載事項から性別表記を削除するもの

でございます。 

 主な改正内容をご説明いたします。 

 第５条関係の改正内容は、登録できる印鑑として旧氏を追加するとともに、引用条項を整理す

るものでございます。 

 第６条関係の改正内容は、印鑑登録原票への登録事項として旧氏を追加し、男女の別、性別表

記を削除するものでございます。 

 第１１条関係の改正内容は、旧氏の記載に係る規定の追加でございます。 

 第１３条関係の改正内容は、印鑑登録証明書への記載事項として旧氏を追加し、男女の別、性

別表記を削除するものでございます。 

 附則 この条例は、令和元年１１月５日から施行いたします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 日程第１７、議案第４７号 清須市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例案、

日程第１８、議案第４８号 清須市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を求める条例の一部を改正する条例案、日程第１９、議案第４９号 清須市特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等を定める条例の一部を改正する条例案及び日程第
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２０、議案第５０号 清須市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例案の４議案について、健康福祉部長より内容の説明を求めます。 

 河口健康福祉部長。 

＜ 健康福祉部長（河口 直彦君）登壇 ＞ 

健康福祉部長（河口 直彦君） 

 健康福祉部長の河口でございます。よろしくお願いいたします。 

 提出案件の３５ページをお願いいたします。 

 議案第４７号 清須市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正及び災害弔慰金の支給等

に関する法律施行令の一部改正に伴い、災害援護資金の償還等に係る規定を整理する必要がある

からです。 

 ページを１枚はねていただきまして、３６ページをお願いいたします。 

 主な説明をさせていただきます。 

 清須市災害弔慰金の支給等に関する規定において、引用している災害弔慰金の支給等に関する

法律が一部改正されたことにより条項ずれを整理するもので、公布の日から施行するものであり

ます。 

 続きまして、議案第４８号の説明をさせていただきます。 

 ３７ページをお願いします。 

 議案第４８号 清須市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を求め

る条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一
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部改正に伴い、満３歳以上の小学校就学前子どもであって、家庭において必要な保育を受けるこ

とが困難である者に関する副食の提供に要する費用の取り扱いの変更等に関し、必要な事項を定

める必要があるからです。 

 ページを１枚はねていただきまして、３８ページをお願いします。 

 主な内容を説明させていただきます。 

 今回、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に伴い、子

どものための教育・保育給付に係る用語である「支給認定」を「教育・保育給付認定」に改正す

るとともに、３９ページの第１３条では、特定教育・保育施設は第１項で３歳未満の利用負担額

を引き続き徴収できるとともに、また、第４項第３号のアでは、３歳以上の幼稚園・保育園等を

利用する年収約３６０万円未満相当世帯の子ども、そして、イでは、第３子以降の子どもの副食

の徴収をできないとしています。 

 また、４３ページをお願いします。 

 第４２条関連では、特定地域型保育事業者は、必要な教育・保育が継続的に提供できるよう連

携・協力を行い、認定こども園、幼稚園または保育所を適切に確保しなければならないが、第

２項の次の各号に掲げる要件の全てを満たす場合には、市長は連携施設の確保義務を緩和、また

は第８項では免除できるとの改正内容となります。 

 ４７ページでは、附則第７項中で連携施設の確保が著しく困難な場合の経過措置が５年から

１０年に延長されました。 

 なお、今回の条例改正は、国が定める遵うべき基準及び参酌すべき基準に沿った改正によるも

のです。 

 附則第１項では、この条例は、令和元年１０月１日から施行することとし、第２項で、条例施

行前の食事の提供については、従前の例によるものです。 

 続きまして、議案第４９号を説明させていただきます。 

 ４９ページをお願いします。 

 議案第４９号 清須市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等を定める

条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 
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 提案理由 

 この案を提出するのは、子ども・子育て支援法施行令の一部改正に伴い、規定を整理する必要

があるからです。 

 ページを１枚はねていただきまして、５０ページをお願いします。 

 主な内容を説明します。 

 今回、子ども・子育て支援法施行令の一部改正に伴い、子どものための教育・保育給付に係る

用語の「支給認定保護者」が「教育・保育給付認定保護者」に改正されたことにより、規定を整

理するもので、令和元年１０月１日から施行するものです。 

 続きまして、議案第５０号を説明させていただきます。 

 ５１ページをお願いします。 

 議案第５０号 清須市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴

い、放課後児童支援員認定資格研修に指定都市の長が指定する研修を加え、資格要件を拡大する

ため必要があるからです。 

 ページを１枚はねていただきまして、５２ページをお願いします。 

 主な内容を説明します。 

 今回、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、放課後児童支

援員の認定のための研修に新たに指定都市の長が実施する研修が加えられ、放課後児童支援員の

資格要件が拡大されたことにより、例規整備を行うもので、公布の日から施行するものです。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

議  長（久野 茂君） 

 日程第２１、議案第５１号 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案及び日程第２２、

議案第５２号 清須市下水道条例の一部を改正する条例案の２議案について、建設部長より内容

の説明を求めます。 
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 永渕建設部長。 

＜ 建設部長（永渕 貴徳君）登壇 ＞ 

建設部長（永渕 貴徳君） 

 建設部長の永渕でございます。よろしくお願いいたします。 

 提出案件の５３ページをお開きください。 

 議案第５１号 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由でございます。 

 この案を提出するのは、水道法の一部改正による指定給水装置工事事業者制度への指定の更新

制の導入に伴い、指定給水装置工事事業者更新手数料を定める必要があるからでございます。 

 はねていただきまして、５４ページをお願いいたします。 

 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案 

 清須市水道事業給水条例の一部を次のように改正する。 

 第３３条第３号を同条第４号とし、同条２号の次に次の１号を加える。 

 ３号 指定給水装置工事事業者更新手数料１件につき７千円。 

 附則といたしまして、この条例は、令和元年１０月１日から施行するものでございます。 

 続きまして、提出案件の５５ページをお開きください。 

 議案第５２号 清須市下水道条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、愛知県下水道協会が排水設備工事責任技術者の登録業務を統一して実

施することに伴い、規定を整備する必要があるからでございます。 

 はねていただきまして、５６ページをお願いいたします。 

 清須市下水道条例の一部を改正する条例案 

 清須市下水道条例の一部を次のように改正する。 
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 趣旨といたしましては、排水設備責任技術者の登録業務は、これまで各市町でそれぞれ登録を

行ってまいりましたが、愛知県下水道協会が一括して登録業務を行うこととなりましたので、条

例の第６条と第２７条の責任技術者の登録に係る条文を整理するものであります。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 日程第２３、議案第５３号 清須市立幼稚園授業料等条例を廃止する条例案について、教育部

長より内容の説明を求めます。 

 加藤教育部長。 

＜ 教育部長（加藤 秀樹君）登壇 ＞ 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 教育部長の加藤でございます。よろしくお願いします。 

 それでは、提出案件５７ページをお願いします。 

 議案第５３号 清須市立幼稚園授業料等条例を廃止する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、子ども・子育て支援法施行令の一部改正による子どものための教育・

保育給付の利用者負担上限額の無償化に伴い、市立幼稚園の授業料等に係る条例を廃止する必要

があるからです。 

 はねていただきまして、５８ページをお願いします。 

 主な改正内容をご説明します。 

 子ども・子育て支援法施行令の一部改正により、利用者負担上限額の無償化に伴い、条例を廃

止するものです。 

 附則第１項 この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

 第３項で、清須市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等を定める条例

の一部改正により、市立幼稚園の預り保育料を規定するものです。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 
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 日程第２４、議案第５４号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第４号）案について、総務

部長より内容の説明を求めます。 

 平子総務部長。 

＜ 総務部長（平子 幸夫君）登壇 ＞ 

総務部長（平子 幸夫君） 

 総務部長の平子でございます。 

 それでは、令和元年度一般会計・特別会計補正予算書及び説明書の１ページをお願いいたしま

す。 

 議案第５４号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第４号） 

 令和元年度清須市の一般会計補正予算（第４号）は、次の定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億８千３３万２千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２６９億６千１６１万６千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 それでは、２ページをお願いいたします。 

 歳入の主な内容をご説明いたします。 

 交付額の決定に伴い、第９款地方特例交付金は１千１３万５千円を増額し、第１０款地方交付

税は５億８千５６１万２千円を増額いたしました。 

 第１４款国庫支出金は、子育てのための施設等利用給付交付金で２７万円の追加の一方、社会

資本整備総合交付金の道路事業と河川事業とで７千５６３万４千円を減額し、合計７千５３６万

４千円減額するものです。 

 第１５款県支出金は、子育て支援施設等利用給付費負担金と幼児教育・保育無償化導入支援事

業費補助金により２９１万５千円を増額するものです。 

 第１７款寄附金は社会福祉寄附金で、１０万円を増額するものです。 
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 第１８款繰入金については特別会計繰入金で、決算余剰金を精算するため１億１千１３７万

４千円を増額し、基金繰入金は、現在までに予定していた財政調整基金の繰り入れを取りやめる

ため、６億８千１００万円を減額いたしました。 

 第１９款繰越金は前年度繰越金で、５億５千９７２万円を増額いたしました。 

 第２０款諸収入は、幼児教育・保育無償化に伴い母子通園施設利用料１６万円を減額するもの

です。 

 第２１款市債では、国庫補助金の減額確定により、財源対策として土木債を６千７００万円増

額することといたしました。 

 右のページをお願いいたします。 

 歳出の主な内容をご説明いたします。 

 第２款総務費では基金管理費で、今後の財政需要を考慮し、福祉基金に１億１０万円、子ども

育み施設基金と都市計画施設基金に各１億円、環境衛生施設等基金に２億円を、また財政調整基

金に７千６９１万円を積み立てることといたしました。 

 第３款民生費では、幼児教育・保育無償化に関連して子ども・子育て支援費３３２万２千円追

加することといたしました。 

 なお、土木費では、国庫補助金の確定による市債等の増額による財源組み替えとなっておりま

す。 

 ４ページをお願いいたします。 

 市債の補正です。先ほども説明いたしましたが、国庫補助金の減額による財源対策として、船

杁橋整備事業債、雨水貯留施設整備事業債の限度額をそれぞれ２千３００万円、４千４００万円

増額補正するものでございます。 

 一般会計補正予算案については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 日程第２５、議案第５５号 令和元年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案及

び日程第２７、議案第５７号 令和元年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案

の２議案について、市民環境部長より内容の説明を求めます。 

 栗本市民環境部長。 

＜ 市民環境部長（栗本 和宜君）登壇 ＞ 

市民環境部長（栗本 和宜君） 
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 市民環境部長の栗本でございます。 

 国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を説明いたします。 

 補正予算書及び説明書の１９ページをお願いいたします。 

 議案第５５号 令和元年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度清須市の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６千９５０万１千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ６０億２５１万１千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 ２０ページをお願いいたします。 

 歳入の内容を説明いたします。 

 第７款繰越金は、平成３０年度決算によるもので、６千９５０万１千円を増額いたします。 

 右側２１ページをお願いいたします。 

 歳出を説明いたします。 

 第８款諸支出金は、３０年度国庫支出金の精算による償還金３０万６千円と一般会計への繰出

金６千９１９万５千円を増額いたします。 

 以上で、国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の説明を終わります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を説明いたします。 

 補正予算書及び説明書の４３ページをお願いいたします。 

 議案第５７号 令和元年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度清須市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３千２３６万４千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１５億２千４３５万７千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 ４４ページをお願いいたします。 

 歳入を説明いたします。 

 第３款繰越金は、平成３０年度決算によるもので、補正額は３千２３６万４千円を増額いたし

ます。 

 右側４５ページをお願いいたします。 

 歳出を説明いたします。 

 第２款後期高齢者医療広域連合納付金は、医療保険料等負担金を精算するため、１千９８８万

４千円を増額いたします。 

 第３款諸支出金では、一般会計への繰出金として１千２４８万円を増額いたします。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 日程第２６、議案第５６号 令和元年度清須市介護保険特別会計補正予算（第２号）案につい

て、健康福祉部長より内容の説明を求めます。 

 河口健康福祉部長。 

＜ 健康福祉部長（河口 直彦君）登壇 ＞ 

健康福祉部長（河口 直彦君） 

 健康福祉部長の河口でございます。 

 それでは、補正予算書及び説明書の３１ページをお願いします。 

 議案第５６号 令和元年度清須市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 令和元年度清須市の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８０万３千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ４７億７千２２７万９千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 
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 ３２ページをお願いします。 

 歳入の説明をさせていただきます。 

 第８款繰越金、補正額１億８０万３千円の増額で、前年度決算に伴う繰越金でございます。 

 ３３ページをお願いします。 

 歳出の説明をさせていただきます。 

 第４款基金積立金、補正額４千７３１万４千円の増額、介護給付費準備基金積立金でございま

す。 

 第５款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、補正額２千３７９万円の増額、国庫など前年

度精算に伴う返還金でございます。 

 第２項繰出金、補正額２千９６９万９千円の増額、一般会計繰入金の精算分でございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

議  長（久野 茂君） 

 日程第２８、報告第４号 平成３０年度清須市決算の健全化判断比率等について及び日程第

２９、報告第５号尾張土地開発公社平成３０年度決算に関する書類についての２案件について、

総務部長より内容の説明を求めます。 

 平子総務部長。 

＜ 総務部長（平子 幸夫君）登壇 ＞ 

総務部長（平子 幸夫君） 

 総務部長の平子でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、提出案件の５９ページをお願いいたします。 

 報告第４号 平成３０年度清須市決算の健全化判断比率等について 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、当

該決算の健全化判断比率及び資金不足比率に監査委員の意見をつけて別紙のとおり報告する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 それでは、はねていただきまして、６０ページをお願いいたします。 

 実質赤字比率と連結実質赤字比率は、一般会計及び特別会計決算の実質収支が黒字であるため、

比率は表示されません。 

 また、実質公債費比率は２．０％で、早期健全化基準を下回っており、将来負担比率について
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は、現時点で想定される将来負担額の財源が確保されていますので、比率は表示されません。 

 ６１ページをお願いいたします。 

 監査委員の平成３０年度清須市健全化判断比率審査意見書でございます。 

 総合意見としまして、書類はいずれも適正に作成されているものと認められるという結果でご

ざいました。 

 ６３ページをお願いいたします。 

 平成３０年度清須市決算の資金不足比率についてでございます。 

 水道事業会計及び下水道事業特別会計決算は、資金不足となっていないため、利率は表示され

ません。 

 ６４ページをお願いいたします。 

 監査委員の平成３０年度清須市資金不足比率審査意見書でございます。 

 総合意見としまして、書類はいずれも適正に作成されているものと認められるという結果でご

ざいました。 

 以上でございます。 

 続きまして、６５ページをお願いいたします。 

 報告第５号 尾張土地開発公社平成３０年度決算に関する書類について 

 地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、尾張土地開発公社の平成３０年度決算に関す

る書類を別冊のとおり提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田純夫 

 それでは、別冊の平成３０年度尾張土地開発公社決算書の２ページをお願いいたします。 

 尾張土地開発公社の平成３０年度決算の主な内容をご説明いたします。 

 公社の取得面積は３千５１９．４０平方メートルで、取得金額が２億８千１０７万７千

２０６円、処分面積は５千７２３．２９平方メートルで、処分金額は４億４千５３８万３千

２９４円でした。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出の決算額は、収入が４億４千９９５万４９５円、支出が４億４千７５１万

９千１６８円でした。 

 次に、５ページをお願いいたします。 
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 資本的収入及び支出の決算額は、収入、支出ともに７億２千６４６万５００円でした。 

 公社の決算書については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 それでは、報告第４号及び報告第５号について、これから質疑を受けますが、挙手をした順に

質疑を行っていただきます。 

 最初に、日程第２８、報告第４号 平成３０年度清須市決算の健全化判断比率等について、質

疑はございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（久野 茂君） 

 それでは、これで報告第４号についての質疑を終了いたします。 

 次に、日程第２９、報告第５号 尾張土地開発公社平成３０年度決算に関する書類について、

質疑はございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（久野 茂君） 

 それでは、これで報告第５号についての質疑を終了いたします。 

 日程第３０、発議第２号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及

び拡充を求める意見書（案）を議題といたします。 

 提出者であります小﨑議員より、提案理由及びその内容の説明を求めます。説明は、発言席で

お願いいたします。 

 小﨑議員。 

 

＜ ８番議員（小﨑 進一君）登壇 ＞ 

８番議員（小﨑 進一君） 

 議席８番、小﨑進一でございます。 

 発議第２号の意見書（案）の内容について説明させていただきます。 

 発議第２号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求め

る意見書（案） 

 このことについて、別紙のとおり意見書を提出するものとする。 

 令和元年９月２日 
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 提出者 清須市議会議員 小﨑進一 

 賛同者 清須市議会議員 成田義之、白井 章、八木勝之、加藤光則、野々部 享、飛永勝次、

大塚祥之 

 はねていただきまして、意見書（案）を朗読し、提案理由を説明させていただきます。 

 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案） 

 未来を担う子どもたちが夢や希望を持ち、健やかに成長していくことは、全ての国民の切なる

願いである。しかし、学校現場では、子どもたちの健全育成に向けて真摯に取り組んでいるもの

の、いじめや不登校など、子どもたちを取り巻く教育課題は依然として解決されていない。 

 また、特別な支援や日本語教育を必要とする子どもも多く、１人１人に応じた適切な支援を行

うための十分な時間が確保できないなどの課題にも直面している。 

 また、政府予算において、新学習指導要領の円滑な実施に向け、小学校専科指導の充実などの

ために１千２１０人の加配措置による教職員定数改善が盛り込まれたものの、子どもたちの健や

かな成長を支えるための施策としては、大変不満の残るものとなった。 

 現在、新学習指導要領の移行期間となり、小学校での外国語教育については、学習内容や授業

時間数の増加により、子どもたちや学校現場の負担となっているという声が大きい。子どもたち

１人１人の指導の充実のためには、専門的な知識や指導方法を身につけた小学校専科教員の全校

配置が必要である。 

 また、少人数学級は、地域・保護者からも１人１人の子どものきめ細やかな対応ができるとい

う声が多く聞かれる。 

 山積する課題に対応し、全ての子どもたちに行き届いた教育を行うためにも、少人数学級のさ

らなる拡充を含めた定数改善計画の早期策定・実施が不可欠である。 

 また、子どもたちが全国どこに住んでいても機会均等に一定水準の教育を受けられることが憲

法上の要請である。 

 しかし、三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の国庫負担率は２分の１から３分の

１に引き下げられたままであり、自治体の財政は圧迫されている。教育の機会均等と水準確保の

ために、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国庫負担率を２分の１へ復元することは、国が

果たさなければならない大きな責任の一つである。 

 よって、貴職においては、来年度の政府予算編成にあたり、定数改善計画の早期策定・実施と

義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率２分の１への復元に向けて十分な教育予算
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を確保されるよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

 令和元年〇月〇日 

 清須市議会 

 内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣宛 

 以上でございます。 

 議員各位におかれましては、慎重にご審議の上、発議第２号についてはご賛同いただきますよ

うお願いをして、説明を終わります。 

議  長（久野 茂君） 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 早朝よりご苦労さまでした。 

 これをもちまして、本日は散会といたします。 

 

（ 時に午前１１時５０分 散会 ） 

 


